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米国での調査によれば、知識労働者の47%が、eメー
ルから十分な情報を得られていない、あるいは、eメー
ルの量に圧倒されて生産性が落ちているという。また、
知識労働者の56%が、会社のイントラネットやウェブ
サイトで適切な情報を探すことは難しいと述べている。
幾何級数的に増大するメールやウェブの情報量に対し
て、知識労働者はすでに限界を感じていると言えるだ
ろう。あふれる情報の中から、必要な情報だけをいか
に効率よく取り出すか。企業の中に散在する知識を、
いかに柔軟に結びつけ、新たな知識を創造していくか
̶̶。多くの企業がこうした課題に直面する中で、企業
内におけるWeb2.0の活用が広がり始めている。進化
したウェブ技術を用いる、その知識管理・知識創造の新
しい形を、筆者は「ウェブ・ナレッジ・コンバージェンス」
と名づけた。知識社会において、「企業知」の持つ可能
性をいかに引き出すのか。このキーワードから、前・後
編にわけて考察してみよう。
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Web 
Knowledge 

　
欧
米
の
企
業
に
お
け
る
知
識
管
理
の
シ
ス
テ
ム
は
、

ポ
ー
タ
ル
な
ど
を
活
用
し
た
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
ベ
ー
ス

か
ら
、ウ
ィ
キ
や
ブ
ロ
グ
な
ど
の
新
た
な
ウ
ェ
ブ
技
術
を

活
用
す
る
ス
タ
イ
ル
へ
と
移
行
し
始
め
て
い
る
。
背
景

に
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
情
報
の
洪
水
と
と
も
に
、
企
業

活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
っ
て
分
散
し
た
拠
点

間
で
、効
率
的
・
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
す
る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
多
様
化
も
ま
す
ま
す
加
速

し
、
企
業
は
近
い
将
来
の
市
場
動
向
を
予
測
す
る
こ
と

す
ら
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
環
境
の
中
で
、
的
確

な
対
応
と
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
組
織
の
壁

を
越
え
た
広
範
囲
な
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠

か
せ
な
い
。
市
場
の
最
前
線
で
お
客
さ
ま
と
直
に
接
し

求
め
ら
れ
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

寄稿＝芦辺洋司

て
い
る
社
員
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
職
種
や
広
い
年
齢

層
に
わ
た
る
社
員
の
自
発
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
促
し
、
部
門
を
越
え
た
連
携
を
実
現
す
る
こ
と
は
、

社
員
一
人
ひ
と
り
の
持
つ
「
知
」
を
確
実
に
企
業
活
動

に
結
び
つ
け
、
持
続
的
な
改
革
や
価
値
の
創
造
を
可
能

に
す
る
。
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
ひ
い
て

は
生
産
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
で
き
る
。

企
業
知
の
有
効
活
用
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト

 

「
ウ
ェ
ブ
・
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
」
は
、

具
体
的
な
手
法
と
し
て
Web 

２・０
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い

ウ
ェ
ブ
技
術
を
用
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
内
外
に
散

在
す
る
知
識
を
連
携
・
融
合
し
、
知
識
管
理
の
効
率
化

や
活
用
容
易
性
の
向
上
を
め
ざ
す
。
ツ
リ
ー
（
樹
）
構

造
や
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
、
ハ
イ
パ
ー
リ
ン
ク
の
よ
う
な
形

で
情
報
や
知
識
を
集
約
・
整
理
・
共
有
す
る
こ
と
で
、

メ
ー
ル
や
デ
ー
タ
検
索
の
時
間
を
節
約
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
創
造
性
や
知
的
生
産
性
の
向

上
を
可
能
に
す
る
。
企
業
知
の
共
有
は
、
さ
ら
に
、
事

業
企
画
や
商
品
企
画
の
効
率
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
生
、
知
識
創
造
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
企
業
活
動
に
と
も
な
っ
て

生
じ
る
デ
ー
タ
量
は
年
々
増
加
し
、
近
年
で
は
増
加
率

が
年
率
60
％
と
も
、
１
０
０
％
以
上
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
、
e
メ
ー
ル
を
は
じ
め
と

す
る
企
業
デ
ー
タ
の
量
と
そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
、
情

報
管
理
上
の
大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

管
理
の
難
し
さ
は
、
そ
の
ま
ま
活
用
の
難
し
さ
に
直
結

し
、
知
的
生
産
性
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
高
度
化
し
た

情
報
社
会
か
ら
、
知
識
社
会
へ
の
移
行
が
進
み
つ
つ
あ

る
中
で
、
皮
肉
な
現
象
で
あ
る
。

　
従
来
の
知
識
管
理
の
、
何
が
問
題
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
情
報
や
知
識
の
構
造
と
、
そ
れ
を
蓄
積
し
、

活
用
し
よ
う
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
と

の
関
係
を
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
e
メ
ー
ル

は
、
書
き
手
と
読
み
手
の
間
で
の
情
報
共
有
と
そ
の
活

用
を
可
能
に
は
す
る
が
、
１
対
１
も
し
く
は
少
人
数
間

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
限
定
さ
れ
る
「
通
信
型
」

の
手
段
で
あ
る
。
一
方
、ウ
ェ
ブ
は
、原
則
と
し
て
不
特

定
な
多
人
数
に
公
開
、
参
照
さ
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
あ
り
、
個
人
も
し
く
は
少
人
数
で
書
か
れ
た
情
報

を
多
く
の
人
が
参
照
、
共
有
し
、
活
用
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
「
放
送
型
」
の
手
段
で
あ
る
。
柔
軟
か
つ
効

果
的
な
情
報
活
用
の
た
め
に
は
、「
通
信
型
」
と
「
放
送

型
」
の
特
徴
を
最
適
な
形
で
融
合
、
連
携
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
を
実
現
し
て
い
る
の
が
、
Web 

２・０
の
代

表
と
さ
れ
る
ブ
ロ
グ
や
SNS
、
ウ
ィ
キ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
形
の

要
素
を
含
ん
だ
暗
黙
知
を
、
文
書
や
図
表
で
表
さ
れ
る

形
式
知
に
変
換
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
整
理
、

共
有
、
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
新
し
い
知
識
を
創
造
す

る
こ
と
が
容
易
に
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
を

企
業
内
に
適
用
す
れ
ば
、
社
員
個
人
や
組
織
の
中
で
形

式
知
や
暗
黙
知
と
し
て
蓄
え
ら
れ
て
き
た
知
識
、
す
な

わ
ち「
企
業
知
」を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
Web 

２・０
機
能
を
活
用
す
る
ウ
ェ
ブ
・
ナ

レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
が
企
業
に
も
た
ら
す
最

大
の
価
値
な
の
で
あ
る
。

　
企
業
知
を
よ
り
明
確
に
認
識
し
て
活
用
す
る
こ
と
は

３
つ
の
S̶

S
cale

・S
peed

・S
hare

̶

で
表

さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
企
業
に
も
た
ら
す
。
そ
れ
は
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
事
業
ア
イ
デ
ア
の
創
出
、
経
営
改
善
、

品
質
向
上
な
ど
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
生
み

だ
し
、
企
業
の
持
続
的
発
展
を
後
押
し
す
る
、
重
要
な

知
的
資
産
と
な
る
。「
企
業
知
」
の
中
に
は
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
大
き
な
潜
在
力
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
見
地
か
ら
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ

ャ
ー
、
チ
ャ
ッ
ト
、
ブ
ロ
グ
、SNS（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）、ウ
ィ
キ
な
ど
、Web 

２・０
と
総

称
さ
れ
る
新
た
な
ウ
ェ
ブ
技
術
が
企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
や
知
識
管
理
に
取
り
入
れ
ら
れ
始
め
た
。

　
企
業
の
知
識
管
理
の
本
質
は
、
個
々
の
情
報
や
知
識

の
活
用
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
融
合
さ
せ
て
新
た
な

可
能
に
す
る
。

　
あ
た
か
も
脳
内
の
神
経
細
胞
網
が
互
い
に
つ
な
が
り

合
う
よ
う
に
、
情
報
や
知
識
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
結
び

つ
き
、融
合
す
る
、知
識
管
理
・
知
識
創
造
の
新
し
い
形
。

そ
れ
が
「
ウ
ェ
ブ
・
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス

（W
eb Knowledge Convergence

）」
で
あ
る
。

知
識
を
創
造
し
、
企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
と

筆
者
は
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
企
業
活
動
に
必
要

な
情
報
や
、
企
業
知
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
形
式
知

と
暗
黙
知
を
効
率
的
に
管
理
し
、
組
織
内
で
共
有
す
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
個
と
個
、
個
と
組
織
、
広
く
組

織
全
体
を
有
機
的
に
つ
な
ぐ
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
が
、
そ
う
し
た
知
の
共
有
を

［ 前 編 ］




